
書類の電子化で、オンライン申請を実現

申請事業者：うえむら矯正歯科（宮崎市）
業 種：歯科医業

従業員数：6名
設 立：2024年

取組の背景

取組の成果

取組の概要
●抱えていた問題点
①計測機器が古くかつ計測手順が煩雑なため、検査に時間がかかり患者様
への負担が多く、また正確に計測できていないことがあった。
②診療報酬の申請を紙媒体で行っていたため、作業に多くの時間が必要で、
しばしば算定ミスが起こっていた。

●解決に向けた課題設定等
①Bluetooth対応の機器を導入することで、コードレスで正確な測定を行う。
さらに、既存システムと連携し、スムーズに計測結果のレポートを作成することを
可能に。
②電子システムを導入し、カルテとレセプトを同時に作成することで効率化。
さらに、診療報酬のオンライン申請が可能となり、投函作業も削減。

・検査にかかる時間を、６２％削減
1回あたりの検査時間 40分/回 → 15分/回

・カルテ作成にかかる時間を、４２％削減
患者1人あたりのカルテ作成時間 7分 → 4分

・診療報酬の申請にかかる時間を、９５％削減
書類を作成、印刷、投函する時間 4時間/月 → 10分/月

カルテとレセプトを同時に作成し、4時間かかっていた書類作成時間を10分に！

導入部門：診療室

導入業務：検査、カルテ作成、診療報酬の申請

導入目的：検査による患者様の負担軽減と効率化、カルテのペーパーレス化

導入技術：検査機器「zebrisデジタルWinJMAlyer+システム」

カルテレセプトシステム「どこでもカルテ」

導入手法：検査内容と診察内容をカルテレセプトシステムに入力し、カルテと

               レセプトを同時に作成。さらに、作成したレセプトはオンラインにて

申請。

導入費用：¥３，２６０千円（税抜）
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